
科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

コミュニケー
ション論

⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1 2

コミュニケーションとは、⾃分の考えや意⾒を相⼿
に伝え理解してもらうことであり、また、相⼿の考
えや意⾒を聞き理解することである。そのようなコ
ミュニケーションのためには、何が必要なのだろう
か。⾔語・⾮⾔語によるコミュニケーションについ
ての多⽅⾯からの学びをとおして、コミュニケー
ションの基礎的な知識・理論・技術を⾝につける。

・コミュニケーションの理論に関する基礎的なこと
がらについて具体的に説明することができる。（知
識・理解）
・より豊かなコミュニケーションを図るために、習
得した技術のなかから最適なものを⾃ら選択し、使
⽤することができる。（技能）
・他者と積極的な態度・姿勢でコミュニケーション
することができる。(関⼼・意欲・態度）

・コミュニケーションの理論に関する基礎的なこと
がらについて、⼀定の説明ができる。（知識・理
解）
・より豊かなコミュニケーションを図るために、習
得した技術を使⽤することができる。（技能）
・他者とコミュニケーションするための態度をとる
ことができる。(関⼼・意欲・態度）

⽂章表現法
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1 2

他者に「提出」する⽂章に求められるもの、先⾏研
究など他者の⼿による⽂章・データとの向き合い⽅
について⾝近なテーマや資料を⽤いて考え、⾝につ
ける。さらに「書く」⽬的に応じた語彙・表現を知
り、⽇本語表現についての考察を深めたうえで、⽂
章資料の読解・分析の基本を理解する。それをとお
して読み⼿のために最適な伝達⽅法を⾝につける。

・論⽂等の⽂章を読んで、その⽂章の主題や構成を
整理し、⾃分のことばで説明することができる。
（知識・理解）
・他者に情報を正確に伝えるための基本的な技術を
⽤いて、⾃分の意⾒や考えを表現することができ
る。（技能）
・レポート等の⽂章に、⾃分の意⾒を述べていくた
めの問題意識、構成⼒、表現⼒等を⽰すことができ
る。（判断・思考・表現）

・論⽂等の⽂章を読んで、その⽂章の主題や構成に
ついて⼀定の説明ができる。（知識・理解）
・情報伝達のための基本的な技術を⽤いて、⾃分の
意⾒や考えに関する⼀定の表現ができる。（技能）
・レポート等の⽂章に、⾃分の意⾒を述べていくた
めの⼀定程度の問題意識、構成⼒、表現⼒等を⽰す
ことができる。（判断・思考・表現）

伝える技術
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

⾃分の考えや意⾒を相⼿に効率的に伝えるための知
識・技術を⾝につける。⾝近なテーマや資料を⽤い
ながら、他者に伝えるべき内容の理解・整理の⽅法
や、それを的確に他者に伝えるための⽅法、⼯夫の
しかたについて、実践的に理解する。原稿の整理・
読む練習・伝達するためのツールの利⽤をとおし
て、プレゼンテーションの基礎的な技術を⾝につけ
る。

・⾃分の考えや意⾒を理解・整理し、簡潔に述べる
ことができる。（知識・理解）
・⾃分の考えや意⾒を他⼈に伝えるために、伝達⽅
法の基礎的技術のなかから、より効果的で効率的な
⽅法を判断し表現できる。（判断・思考・表現）
・プレゼンテーションの基礎的な技術を⽤いて、表
現することができる。（技能）

・⾃分の考えや意⾒を整理し、述べることができ
る。（知識・理解）
・⾃分の考えや意⾒を他⼈に伝えるために、伝達⽅
法の基礎的技術を⽤いて表現できる。（判断・思
考・表現）
・プレゼンテーションの基礎的な技術を⼀定程度⽤
いて、表現することができる。（技能）

伝統⽂化論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

歴史・⽂学・絵画・芸能などの多様なジャンルをと
おして、⽇本の伝統⽂化について学び、理解する。
国際化社会のなかで⽇本⼈として⽇本の⽂化を語れ
るようになるための、また、⾃らの⼈⽣を豊かなも
のにするための知識・教養を⾝につける。

・⽇本の多様なジャンルの伝統⽂化について、⾃分
のことばをもちいて具体的に説明できる。(知識・
理解)
・⽇本の伝統⽂化についての話題で他⽂化圏のひと
と交流できる。(関⼼・意欲・態度)

・⽇本の多様なジャンルの伝統⽂化について⼀定の
説明ができる。(知識・理解)
・⽇本の伝統⽂化についての話題で他⽂化圏のひと
と⼀定の交流ができる。(関⼼・意欲・態度)

地域⽂化論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

⽇本もしくは外国のある地域の⽂化についての学び
をとおして、その地域を深く理解する。また、その
地域とわたしたちの住む地域と⽐較することで⽂化
の普遍性を学んでいく。特定の地域の⽂化を深く理
解し、他者が暮らす⽂化を知ることの⼤事さを感じ
とりながら、異⽂化理解とは何かを考察する。

・授業で取り上げた地域の⽂化について⾃分のこと
ばをもちいて具体的に説明できる。(知識・理解)
・⾃分たちとは異なる地域⽂化もしくは異⽂化につ
いて理解し、積極的な姿勢で反応し、また配慮する
ことができる。(関⼼・意欲・態度)

・授業で取り上げた地域の⽂化について⼀定の説明
ができる。(知識・理解)
・⾃分たちとは異なる地域⽂化もしくは異⽂化につ
いて⼀定の理解を⽰し、反応することができる。
(関⼼・意欲・態度)

こども⽂化論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

児童⽂学を中⼼に、⽂学以外の諸分野の作品も扱い
ながら、近・現代の⼦ども⽂化を考察する。児童⽂
学は⼦どもをめぐる状況を映す鏡であり、作品の読
みを通じて近・現代の⼦どもをめぐる問題について
考えることができる。⼦ども⽂化史や児童⽂学史を
テキストに使い、評価の⾼い作品を多く取りあげ、
⽇本の近代が作りあげてきた⼦ども⽂化を理解す
る。

・⼦どもの⽂化について考えるための⼿がかりを知
る。(関⼼・意欲・態度)
・明治の古典的作品から現代の作品までを対象にし
ながら、⼦ども⽂化の⼀例としての児童⽂学の成り
⽴ちについて具体的に説明ができる。(知識・理解)
・児童⽂学をとおして、⼦どもがどのような状況に
おかれていたのか、家族のあり⽅はどのようだった
のかを⾃分のことばをもちいて具体的に説明するこ
とができる。（知識・理解）
・児童⽂学に反映された⼦どもをめぐる状況や問題
意識を⾒出し、批判・評価することができる。(思
考・判断・表現)

・⼦どもの⽂化について考えるための⼀定の⼿がか
りを知る。(関⼼・意欲・態度)
・明治の古典的作品から現代の作品までを対象にし
ながら、⼦ども⽂化の⼀例としての児童⽂学の成り
⽴ちについて⼀定の説明ができる。(知識・理解)
・児童⽂学をとおして、⼦どもがどのような状況に
おかれていたのか、家族のあり⽅はどのようだった
のかについて、⼀定の説明ができる。（知識・理
解）
・児童⽂学に反映された⼦どもをめぐる状況や問題
意識について⼀定の反応を⽰すことができる。(思
考・判断・表現)

ジェンダー論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

社会には、⼥性と男性についての固定化されたイ
メージがある。テレビや、映画、新聞雑誌、⽂芸作
品など、様々なメディアが再⽣産する「⼥性像」
「男性像」あるいは理想とする「⼥らしさ」「男ら
しさ」をわれわらは無条件に受け⼊れ、それに縛ら
れていることが多い。そうしたイデオロギーの歴史
性を問いなおし、⼥性の新たな⽣き⽅について考察
する。

・⽣物学的性差に対して社会的性差を指すジェン
ダーが、いかに⽂化的に作り上げられいるかを、公
平な視点から判断し、批判することができる。(関
⼼・意欲・態度)
・ジェンダーに対する批評的視点をとおして、⾃分
が⼀⼈の⼈間として、セクシャル・アイデンティ
ティを保ちながらどう⽣きていけばよいかを考え、
⾃分のことばで具体的に説明することができる。
(思考・判断・表現)

・⽣物学的性差に対して社会的性差を指すジェン
ダーが、いかに⽂化的に作り上げられているかにつ
いて、⼀定の批判をすることができる。(関⼼・意
欲・態度)
・ジェンダーに対する批評的視点をとおして、⾃分
が⼀⼈の⼈間として、セクシャル・アイデンティ
ティを保ちながらどう⽣きていけばよいかを考え、
⼀定の説明ができる。(思考・判断・表現)

映像メディア論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

さまざまな映像メディアを利⽤したドキュメンタ
リーやコメディ、CM、アニメなどの映像事例をと
おして、研究活動や卒業後に必要になってくる映像
メディアの⾒⽅・利⽤のスキルを習得する。また、
グループディスカッションをとおして、ひとつの映
像に対する捉え⽅の多様さを知り、映像メディアを
どのように扱うか、より現実的・実践的に考える⼒
を⾝につける。

・ドキュメンタリーやコメディ、CM、アニメなど
の様々な映像メディアを、メディアの⾒⽅・利⽤の
スキルを⽤いて分析し、説明することができる。
(知識・理解)
・映像メディアの情報に対する問題点やそれについ
ての考え⽅を、⾃分のことばをもちいて具体的に説
明することができる。(思考・判断・表現)

・ドキュメンタリーやコメディ、CM、アニメなど
の様々な映像メディアについて、メディアの⾒⽅・
利⽤のスキルを⽤いて⼀定の分析や説明ができる。
(知識・理解)
・映像メディアの情報に対する問題点やそれについ
ての考えについて、⼀定の説明ができる。(思考・
判断・表現)



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

出版メディア論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

本の出版の歴史や現状、また、本が成り⽴っていく
プロセスについての学びをとおして、出版⽂化につ
いて考える。あるいは、本そのものにかかわる⽂化
や歴史の学びをとおして、⼈間や社会において本が
果たす役割・意義について考察する。

・出版⽂化の歴史や現状、および本の成り⽴ちにつ
いて、⾃分のことばをもちいて具体的に説明でき
る。(知識・理解)
・本に関わる⽂化に対して積極的に関⼼を持ち、⼈
間や社会に対して本がどのような役割を果たしてい
るか、⾃分のことばをもちいて具体的に説明でき
る。(関⼼・意欲・態度)

・出版⽂化の歴史や現状、および本の成り⽴ちにつ
いて、⼀定の説明ができる。(知識・理解)
・本に関わる⽂化に対して積極的に関⼼を持ち、⼈
間や社会に対して本がどのような役割を果たしてい
るか、⼀定の説明ができる。(関⼼・意欲・態度)

環境⽂化論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

⾃然と⽂明、⾃然と⼈間の関わりは、近年、学問の
テーマとして取り上げられるようになってきた。⼈
間は、環境としての⾃然を⽂化としてどのように捉
え、またつきあってきたのだろうか。神話、⽂学、
祭祀等に環境としての⾃然がどのように描かれ、あ
るいは扱われているのかを理解する。

・⼈間が、環境としての⾃然を⽂化としてどのよう
にとらえ、またどうつきあってきたのかを⾃分のこ
とばをもちいて具体的に説明できる。（知識・理
解）
・神話、⽂学、祭祀等に環境としての⾃然がどのよ
うに描かれ、あるいは扱われているかについて、⾃
分のことばをもちいて具体的に説明できる。（知
識・理解）

・⼈間が、環境としての⾃然を⽂化としてどのよう
にとらえ、またどうつきあってきたのかについて、
⼀定の説明ができる。（知識・理解）
・神話、⽂学、祭祀等に環境としての⾃然がどのよ
うに描かれ、あるいは扱われているかについて、⼀
定の説明ができる。（知識・理解）

からだと健康
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

健康の維持・増進のためには、正しい知識を⾝につ
け、⼼⾝の健康を⾃ら管理するために必要な情報を
取捨選択できることが必要である。⾃分⾃⾝のから
だの機能について理解するとともに、健康問題につ
いて考察する。健康の維持・増進のために必要なこ
とは何かを知り、改善策を考え⽣活の中で実践して
いくための基本的な知識と技能を⾝につける。

・基本的なからだの機能を理解し、⼼⾝の健康を守
り管理していくために何が必要か考え、具体的に説
明することができる。（知識・理解）
・⼥性特有の健康問題について理解し、健康状態の
維持・増進、疾病予防の改善策について考察し説明
することができる。（知識・理解）（思考・表現）
・健康に関する正しい知識の習得を図り、ヒトを取
り巻く健康問題について多⾯的に関⼼を持ち、考察
し、具体的に説明することができる。（知識・理
解）（思考）
・⼼⾝のなんらかの不調に対し基本的な応急⼿当が
できる。（知識）（技能）
・⾃分⾃⾝の⽣活習慣について分析・考察し、どの
ように改善するべきか理解し具体的に述べることが
できる。（知識・理解）（思考・判断・表現）

・基本的なからだの機能を理解し、⼼⾝の健康を守
り管理していくために何が必要かについて⼀定の説
明ができる。（知識・理解）
・⼥性特有の健康問題について理解し、健康状態の
維持・増進、疾病予防の改善策について⼀定の考
察・説明ができる。（知識・理解）（思考・表現）
・健康に関する正しい知識の習得を図り、ヒトを取
り巻く健康問題について、⼀定の考察・説明ができ
る。（知識・理解）（思考）
・⼼⾝のなんらかの不調に対し⼀定の基本的応急⼿
当ができる。（知識）（技能）
・⾃分⾃⾝の⽣活習慣について、⼀定の分析・考察
をし、どのように改善するべきかを述べることがで
きる。（知識・理解）（思考・判断・表現）

東京学
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

東京にやってくる国内外の観光客からガイドに求め
られることはただの道案内ではない。過去の東京や
江⼾の姿、そこに存在した⽂化についての解説が求
められる。つまり現在の東京をガイドするために
は、江⼾・過去の東京・現在の東京の景観・⽂化を
理解する必要がある。そこで歌川広重の『名所江⼾
百景』を⼿がかりとし、そこに描かれた名所の歴史
を調査する⽅法を⾝につけることにより、江⼾・東
京の名所をガイドできるようになることを⽬標とす
る。

講義の内容を⼗分に理解し、選択した『名所江⼾百
景』の名所について、江⼾の当時から現在までの変
遷を⼗分に調査するとともに、説明することができ
る（知識・理解・表現）。

講義の内容を理解し、選択した『名所江⼾百景』の
名所について、江⼾の当時から現在までの変遷を調
査するとともに、説明することができる（知識・理
解・表現）。

観光英語を学ぶ
Ｉ

⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

海外旅⾏⽤のリスニング教材を⽤いて、英語のリス
ニング⼒の向上を⽬指しなら、海外旅⾏の典型的な
場⾯（⼊国、税関、両替、空港、ホテル、レストラ
ンなど）での英語表現を⾝につける。また、様々な
練習問題を通して、必要最低限の会話だけではな
く、コミュニケーションに役⽴つ表現も⾝につけ
る。

・海外旅⾏に必要な英語表現を⾝につけ、英語で的
確にコミュニケーションを⾏うことができる。（知
識･理解）（技能）
・空港、交通、ホテル、観光、ショッピング等の場
⾯で英語を正確に解釈できる。（知識･理解）
・観光英語検定の取得に必要な、旅⾏･観光の分野
における英語の運⽤能⼒（英語での接客、外国⼈へ
の道案内、英語によるパンフレット類の説明を含
む）を的確に使⽤できる。（技能）

・海外旅⾏に必要な英語表現を⾝につけ、英語であ
る程度コミュニケーションを⾏うことができる。
（知識･理解）（技能）
・ 空港、交通、ホテル、観光、ショッピング等の
場⾯で英語をある程度解釈できる。（知識･理解）
・観光英語検定の取得に必要な、旅⾏･観光の分野
における英語の運⽤能⼒（英語での接客、外国⼈へ
の道案内、英語によるパンフレット類の説明を含
む）をある程度使⽤できる。（技能）

観光英語を学ぶ
II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

観光英語Ⅰよりも⾼度な内容のテキストを使⽤し、
英語のリスニング⼒の向上を⽬指しなら、海外旅⾏
の典型的な場⾯（⼊国、税関、両替、空港、ホテ
ル、レストランなど）での英語表現を⾝につける。
また、様々な練習問題を通して、必要最低限の会話
だけではなく、コミュニケーションに役⽴つ表現も
⾝につける。

・海外旅⾏に必要な英語表現を⾝につけ、英語で的
確にコミュニケーションを⾏うことができる。（知
識･理解）（技能）
・ 空港、交通、ホテル、観光、ショッピング等の
場⾯で英語を正確に解釈できる。（知識･理解）
・観光英語検定の取得に必要な、旅⾏･観光の分野
における英語の運⽤能⼒（英語での接客、外国⼈へ
の道案内、英語によるパンフレット類の説明を含
む）を的確に使⽤できる。（技能）

・海外旅⾏に必要な英語表現を⾝につけ、英語であ
る程度コミュニケーションを⾏うことができる。
（知識･理解）（技能）
・ 空港、交通、ホテル、観光、ショッピング等の
場⾯で英語をある程度解釈できる。（知識･理解）
・観光英語検定の取得に必要な、旅⾏･観光の分野
における英語の運⽤能⼒（英語での接客、外国⼈へ
の道案内、英語によるパンフレット類の説明を含
む）をある程度使⽤できる。（技能）

漢字を学ぶ
⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

漢字とは単なる表⾳記号ではなく、ひとつひとつ意
味を持った⽂字であり、様々な時代的⽂化的な背景
をもとにできあがっている。そこで、漢字を書くあ
るいは読む⼒を⾝につけるとともに、毎回いろいろ
な⾓度から漢字を採りあげ、その成り⽴ちや⽂化的
背景を理解する。

・基本的な漢字を正確に読み・書きすることができ
る。(技能)
・漢字の歴史、⽂化的背景や⽇本における漢字の受
容のありようについて、⾃分のことばをもちいて説
明できる。(知識・理解)

・超基本的な漢字を正確に読み・書きすることでき
る。(技能)
・漢字の歴史、⽂化的背景や⽇本における漢字の受
容のありようについて、⼀定の説明ができる。(知
識・理解)



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

秘書実務を学ぶ
Ｉ

⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

⼀⼈の⼤⼈として⾃⽴して⽣きていくために、若い
時期に「キャリア」をデザインすることは⼤切であ
る。そのことを理解したうえで、⾃分のワークキャ
リアとライフキャリアをデザインする。また、ビジ
ネスの現場における基礎的な知識・技術を網羅して
いるとされる「秘書実務」をとおして社会との関わ
り⽅を学び、あわせて「秘書検定」資格取得も⽬指
す。

・「⼀⼈の⼤⼈として⾃⽴して⽣きる⾃分」のキャ
リアをデザインすることができる。(思考・判断・
表現)
・仕事や家庭⽣活で⾃分がどのように働き、またど
のような家庭⽣活を作っていくのかを考え、具体的
に説明することができる。(関⼼・意欲・態度)
・秘書実務に関わることがらについて具体的に説明
することができる。(知識・理解)

・「⼀⼈の⼤⼈として⾃⽴して⽣きる⾃分」のキャ
リアについて、⼀定のデザインができる。(思考・
判断・表現)
・仕事や家庭⽣活で⾃分がどのように働き、またど
のような家庭⽣活を作っていくのかを考え、⼀定の
説明ができる。(関⼼・意欲・態度)
・秘書実務に関わることがらについて⼀定の説明が
できる。(知識・理解)

秘書実務を学ぶ
II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1・2 2

「秘書実務に学ぶⅠ」の続きとして、就職活動に直
接つながる能⼒と、就職後も社会⼈の必須良識とし
て役⽴つ「秘書実務」の知識を⾝につける。また、
ビジネスマナーを実践的に理解する。⾃ら積極的に
課題に向き合うだけでなく、仲間と協働し、相互に
評価しあいながら、ミスを修正し課題の完成度を⾼
めてゆく。

・⾃ら進んで主体的に授業に参加する。課題解決の
ために、他の学⽣と協調・協働できる。(関⼼・意
欲・態度)
・社会⼈としての、あるいは職業者としての基本的
知識・ビジネスマナーを、ことばや態度をとおして
具体的に⽰すことができる。(知識・理解)
・秘書検定２級程度の問題が８割解ける。(知識・
理解)

・他者に促され、主体的に授業に参加する。課題解
決のために、他の学⽣と、⼀定の協調・協働ができ
る。(関⼼・意欲・態度)
・社会⼈としての、あるいは職業者としての基本的
知識・ビジネスマナーを、ことばや態度をとおして
⽰すことができる。(知識・理解)
・秘書検定２級程度の問題が6割解ける。(知識・理
解)

キャリアデザイ
ン演習

⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通

1 2

卒業後の進路について、学⽣⾃⾝が具体的な将来像
を思い描き、その実現に向けて必要とされる知識や
技術、また、⾃⼰理解やコミュニケーションの⼒な
どを演習形式で学び、⾝につける。

・卒業後の進路について考え、具体的な将来像を思
い描き、⾃分のことばをもちいて⽰すことができ
る。（思考・判断・表現）
・将来像の実現に向けて、特に就職活動に必要な知
識やスキルをじゅうぶんに⾝につけ、⾏動に⽰すこ
とができる。（技能）
・⾃⼰分析や他者との共同作業をとおして⾃⼰理解
を深め、⾃らを積極的に評価できるようになる。ま
た、多様な他者とのコミュニケーションをとおし
て、多様な価値観を共有し積極的に反応できるよう
になる。（関⼼・意欲・態度）

・卒業後の進路について考え、⼀定の将来像を⽰す
ことができる。（思考・判断・表現）
・将来像の実現に向けて、特に就職活動に必要な⼀
定の知識やスキルを⾝につけ、⾏動に⽰すことがで
きる。（技能）
・⾃⼰分析や他者との共同作業をとおして⾃⼰を⼀
定に理解し、評価できるようになる。また、多様な
他者とのコミュニケーションをとおして、多様な価
値観に⼀定の理解を⽰すことができる。（関⼼・意
欲・態度）

キャリアアク
ティブワーク

⽂科 専⾨教育科
⽬ 各コース共通
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

2 2

就職活動に必要とされる、⽂章⼒・思考⼒・コミュ
ニケーション⼒・発信⼒・課題解決⼒などを、グ
ループワークなどのアクティブラーニングをとおし
て実践的に⾝につける。

・社会⼈になるための⾃⼰分析ができる。（知識・
理解）
・社会⼈としての将来のビジョンについて⾃分のこ
とばをもちいて具体的に説明できる。（知識・理
解）
・社会⼈らしい⽂章⼒・思考⼒をとおして、⾃分の
考えを整理・表現し、他者とコミュニケーションを
とることができる。（判断・思考・表現）

・社会⼈になるための⼀定の⾃⼰分析ができる。
（知識・理解）
・社会⼈としての将来のビジョンについて、⼀定の
説明ができる。（知識・理解）
・⼀定の⽂章⼒・思考⼒をとおして、⾃分の考えを
整理し、表現することができる。（判断・思考・表
現）

ことばの仕組み
Ｉ

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

この授業では、⽇常的な⽇本語を例に、「⽂法」と
は何か、⽂法以外にどのようなことばの仕組みがあ
るのかということを、わかりやすい例で考えなが
ら、「ことば」とはどのようなもので、どのように
使われているのかということについて理解する。

・授業を通して、ことばが伝達されるためのことば
の仕組みについて基本的な仕組みや規則について
しっかりと理解できるようになる。(知識・理解)
・ことばの仕組みについての積極的な関⼼を持つこ
とができるようになる。(関⼼・意欲・態度)

・授業を通して、ことばが伝達されるためのことば
の仕組みについて基本的な仕組みや規則について⼀
定の理解ができるようになる。(知識・理解)
・ことばの仕組みについて関⼼を持つことができる
ようになる。(関⼼・意欲・態度)

ことばの仕組み
II

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

私たちが⽇常的に⾏っているコミュニケーションの
中で、もっとも重要で複雑なものがことばによるコ
ミュニケーションである。ことばによるコミュニ
ケーション（話す/聞く、書く/読む）は、語（単
語）をルールに従って使うことによって成り⽴って
いるが、そのルールのなかでも、語から「⽂」を組
み⽴てることは、最も重要なものの⼀つである。こ
の授業では、語から⽂を組み⽴てるとはどのような
ことであるのかを中⼼テーマの⼀つとして、ことば
のルール、伝達の中でのことばの「意味」について
理解する。

・ある出来事を伝達する⼿段としてのことばについ
ての役割やその組み⽴て⽅についてしっかりした知
識を有している。(知識・理解)
・また、その基本的なことばの役割や仕組みについ
て、現代⽇本語の具体例を通して理解出来るように
なる。(知識・理解)
・⾔葉の仕組みや現代⽇本語について積極的な関⼼
を抱くことができるようになる。(関⼼・意欲・態
度)

・ある出来事を伝達する⼿段としてのことばについ
ての役割やその組み⽴て⽅について⼀定の基本的な
知識を⾝につける。(知識・理解)
・また、その基本的なことばの役割や仕組みについ
て、現代⽇本語の具体例を通して⼀定の理解ができ
る。(知識・理解)
・⾔葉の仕組みや現代⽇本語についてある程度関⼼
を抱くようになる。(関⼼・意欲・態度)

現代のことば Ｉ
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

現代⽇本語を検討対象にして、⾔語学とはどのよう
なものであるか、またどうあるべきかを考える。ま
ずは⾔語と⾔語学そして⽇本語学について概説し、
そのうえで、世界の諸⾔語と⽐べた際の⽇本語の特
徴について学ぶ。具体的には現代⽇本語を例にあげ
ながら、現代⽇本語、特に若者ことばの傾向や特徴
について理解する。

・⾔語学に必要な観点を習得し、様々な視点で⾃分
が使っている⽇本語と他⼈が使っている⽇本語を⽐
較する能動的な態度を⾝につけている。(関⼼・意
欲・態度)
・ことばをことばで説明することの難しさや楽しさ
を積極的に味わうことができるようになる。(知
識・理解)

・⾔語学に必要な観点を習得し、様々な観点で⾃分
が使っている⽇本語と他⼈が使っている⽇本語を⽐
較する態度を⾝につける。(関⼼・意欲・態度)
・ことばをことばで説明することの難しさや楽しさ
について味わうことができるようになる。(知識・
理解)

現代のことば II
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

⾔語学の観点から現代⽇本語の⽂法について概説す
る授業である。概説を通して、何故、わたしたちが
⾃分⾃⾝の⾔語である現代⽇本語をほとんど何の苦
労もなく使いこなすことが出来るのかを理解し、ま
た⾔語を使⽤する能⼒とその⾔語について理解する
ことの違いについて再認識し、⾼度な⾔語使⽤のた
めの⾔語の仕組みを理解する。

・現代の⽇本語の⽂法を学ぶための基本的な考え⽅
をしっかり理解できるようになる。(知識・理解)
・基本的な⽂法の知識を⼗分⾝につける。(知識・
理解)
・⾔語にとっての⽂法の持つ意味についてしっかり
と理解できるようになる。(思考・判断・表現)

・現代の⽇本語の⽂法を学ぶための基本的な考え⽅
を理解できるようになる。(知識・理解)
・基本的な⽂法の知識をある程度有している。(知
識・理解)
・⾔語にとっての⽂法の持つ意味について⼀定の理
解ができるようになる。(思考・判断・表現)



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

古典⽂学を読む
Ｉ

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1 2

古典⽂学作品の原⽂を時間をかけて読み進める中
で、「知っているつもり」だったが「つもり」でし
かなかったことに気づき、新しい発⾒に満ちた古典
作品の魅⼒を味わう授業である。現代と古典作品の
時代との⽣活や習慣、価値観の違いを学ぶ⼀⽅、感
じ⽅や⼈を思う気持ちが同じことに改めて気づき、
⽂学作品の可能性と奥深さを理解する。

・古典の原⽂に触れて、そのことばと内容とを深く
理解し、現代の⼩説を読むようにより楽しんで読め
るようになる。（知識・理解）
・話の筋や展開だけではなく、歴史的な時代の習俗
や⾵俗を学ぶことで、普通に思える現代の価値観や
⽣活観が、時代と共に変化するものだとより深く理
解できるようになる。（知識・理解）
・古典作品が時代を超えた⼈間の普遍的な姿を描い
ていることをしっかりと理解できるようになる。
（知識・理解）

・古典の原⽂に触れて、基本的なそのことばと内容
とを理解し、現代の⼩説を読むように楽しんで読め
るようになる。（知識・理解）
・話の筋や展開だけではなく、歴史的な時代の習俗
や⾵俗を学ぶことで、現代の価値観や⽣活観が、時
代と共に変化するものだと⼀定の理解ができるよう
になる。（知識・理解）
・⽂学としての古典作品が時代を超えた⼈間の普遍
的な姿を描いていることを理解できるようになる。
（知識・理解）

古典⽂学を読む
II

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1 2

中学・⾼校の古典授業で取り上げられるような著名
な作品でも、時間をかけて読めば、新しい発⾒に満
ちる。その作品が持っている多くの謎をひとつずつ
解いてゆく授業である。「真実のそらごと」である
「物語」や、不思議な出来事を描く「説話」、⼈間
の⼼情を抒情的に描く和歌等、古典作品の創造性や
豊かな世界を理解する。

・古典の原⽂に触れて、そのことばと内容とを深く
理解できるようになる。（知識・理解）
・古典作品をより深く楽しんで読めるようになる。
（知識・理解）
・作品の筋や展開だけではなく、その作品を⽣み出
した「時代」を知り、時代の習俗や⾵俗を学ぶこと
で、古典作品をより深く多⾓的に理解出来るように
なる。（知識・理解）
・古典作品を通して現代の価値観や⽣活観を振り返
りそこから変化するものや変わらないものを具体的
に理解できるようになる。（知識・理解）

・古典の原⽂に触れて、基本的なそのことばと内容
とを理解できるようになる。（知識・理解）
・古典作品を楽しんで読めるようになる。（知識・
理解）
・作品の筋や展開だけではなく、その作品を⽣み出
した「時代」を知り、時代の習俗や⾵俗を学ぶこと
で、古典作品を理解出来るようになる。（知識・理
解）
・古典作品を通して現代の価値観や⽣活観を振り返
りそこから変化するものや変わらないものについて
⼀定の理解ができるようになる。（知識・理解）

近代現代⽂学を
読む Ｉ

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1 2

近代⽂学の作品を取り上げ精読することをとおし
て、時代背景、表現の⽅法、⽂化的コンテクスト、
作家の思想、⽂学的な主題を理解する。また、⼩説
を読むための技法を学び、今後の読書⽣活を広げ
る。

・⽇本の近代⽂学を味読するためのしっかりとした
基礎⼒を⾝につける。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての基礎的教養をや
しなうことができるようになる。（知識・教養）
・⽂学を楽しむことをとおして、⾃分を⾒つめ直す
⼒を育み、さらに⽇本⼈の感性についての理解を深
める。（知識・教養）

・⽇本の近代⽂学を味読するための基礎⼒を⾝につ
ける。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての基礎的教養をや
しなうことができるようになる。（知識・教養）
・⽂学を楽しむことをとおして、⾃分を⾒つめ直す
⼒を育み、さらに⽇本⼈の感性についての⼀定の理
解を⾝につける。（知識・教養）

近代現代⽂学を
読む II

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1 2

近代⽂学の作品を取り上げ精読することをとおし
て、時代背景、表現の⽅法、⽂化的コンテクスト、
作家の思想、⽂学的な主題を理解する。また、⼩説
を読むための技法を学び、今後の読書⽣活を広げ
る。

・⽇本の近代⽂学を味読するためのしっかりとした
基礎⼒を⾝につける。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての基礎的教養をや
しなうことができるようになる。（知識・教養）
・⽂学を楽しむことをとおして、⾃分を⾒つめ直す
⼒を育み、さらに⽇本⼈の感性についての理解を能
動的に深めることができる。（知識・教養）

・⽇本の近代⽂学を味読するための基礎⼒を⾝につ
ける。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての基礎的教養を修
得する。（知識・教養）
・⽂学を楽しむことをとおして、⾃分を⾒つめ直す
⼒を育み、さらに⽇本⼈の感性についての理解を深
めることができるようになる。（知識・教養）

古典⽂学の研究
Ⅰ

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

2 2

この授業では、古典⽂学の基礎的知識に基づいて、
当時の社会性を理解するとともに、⽂学の持つ有⽤
性についても考察できる⼒を養う。現在⽂学といえ
ば多様な⽂章術の⼀つとしか⾒ない⼈もいるが、か
つては⽂章⾃体が威⼒を持つこともあった。⽂学は
その時代にどのような役割を果たしたのか、読解を
とおして理解する。

・古典の原⽂に触れて、ことばと内容とを深く理解
できるようになる。〈知識・理解〉・和歌のことば
や題材、詠みぶりといった韻⽂特有のことば・表現
についての詳しい知識を有している。〈知識・理
解〉
・⾃分なりのテーマで和歌を使っての積極的な表現
ができるようになる。その際、受講者全員の前で映
像や⾳を⽤いて効果的な発表ができるようになる。

・古典の原⽂に触れて、その基本的なことばと内容
とを理解できるようになる。
・和歌のことばや題材、詠みぶりといった韻⽂特有
のことば・表現に親しむことができるようになる。
・⾃分なりのテーマで和歌を使っての表現ができる
ようになる。その際、受講者全員の前で発表ができ
るようになる。

古典⽂学の研究
Ⅱ

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

2 2

⻑い重厚な⽂学が⼤きな内容を持つとは限らない。
量は少なくてもその背後に⼤きな時代の現実を⾒さ
せてくれる作品も多い。いわば⼩さな窓を開いて広
い外界を眺めるようなものだ。古典⽂学の⼩さな作
品から、当時の現実を読み取る。ことばとその補助
資料から⽴体的に⽂学の描く世界を理解する。

・古典の原⽂に触れて、そのことばと内容とを深く
理解できるようになる。〈知識・理解〉・説話特有
の⽂脈展開がわかり、物語や随筆など他の⽂体を持
つ⽂学との差異を理解できるようになる。
・当時の地図や絵画、また⽇記や⽂書といった史料
が、⽂学の理解の上で不可⽋であることを具体的に
知るようになる。〈知識・理解〉

・古典の原⽂に触れて、そのことばと内容とを理解
できるようになる。
・説話特有の⽂脈やはなしの展開の早さを理解でき
るようになる。
・当時の地図や絵画、また⽇記や⽂書といった史料
がおもしろいということを知るようになる。〈知
識・理解〉

近代現代⽂学の
研究Ⅰ

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

2 2

近代⽂学の作品を取り上げ精読することをとおし
て、時代背景、表現の⽅法、⽂化的コンテクスト、
作家の思想、⽂学的な主題を理解する。また、近代
⽂学の研究⽅法を学び、⾃分なりに⽂学を読み深め
る実践的なノウハウを理解する。

・⽇本の近代⽂学を味読するためのしっかりとした
応⽤⼒を⾝につける。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての教養を深めるこ
とができるようになる。（知識・教養）
・⽂学作品を読むことをとおして⾃分を⾒つめ直
し、感性を磨くと同時に⾔語能⼒を⾼めることがで
きるようになる。（知識・教養）
・⾃らすすんで⽂学に関わろうとする積極的な問題
意識を養うことができるようになる。（知識・教
養）

・⽇本の近代⽂学を味読するための能⼒を⾝につけ
る。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての教養を深めるこ
とができるようになる。（知識・教養）
・⽂学作品を読むことをとおして⾃分を⾒つめ直
し、感性を磨くと同時に⾔語能⼒を⾼めることがで
きるようになる。（知識・教養）
・⾃らすすんで⽂学に関わろうとする問題意識を養
うことができるようになる。（知識・教養）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

近代現代⽂学の
研究Ⅱ

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

2 2

近代⽂学の作品を取り上げ精読することをとおし
て、時代背景、表現の⽅法、⽂化的コンテクスト、
作家の思想、⽂学的な主題を理解する。また、近代
⽂学の研究⽅法を学び、⾃分なりに⽂学を読み深め
る実践的なノウハウを理解する。

・⽇本の近代⽂学を味読するための応⽤⼒を⾝につ
ける。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての教養を深めるこ
とができるようになる。（知識・教養）
・⽂学作品を読むことをとおして⾃分を⾒つめ直
し、感性を磨くと同時に⾔語能⼒を⾼めることがで
きるようになる。（知識・教養）
・⾃らすすんで⽂学に関わろうとする能動的な問題
意識を養うことができるようになる。（知識・教
養）

・⽇本の近代⽂学を味読するための能⼒を⾝につけ
る。（知識・教養）
・また、⽇本の近代⽂学についての教養を深めるこ
とができるようになる。（知識・教養）
・⽂学作品を読むことをとおして⾃分を⾒つめ直
し、⾔語能⼒を⾼めることができるようになる。
（知識・教養）
・⾃らすすんで⽂学に関わろうとする問題意識を養
うことができるようになる。（知識・教養）

古典⽂学の歴史
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 4

⽇本⽂学の歴史は1400年に及び、⼀つの授業で全
体をフォローすることは難しく、「⽂学」という概
念が成⽴した近代以降、以前と分けるのが⼀般的で
ある。この授業では、その概念が成⽴する前の⽂学
（古典⽂学）を扱う。古代⼈が、国内外の社会状況
に左右されながら、どのように⽇本固有の美意識・
価値観を創造し、⽂学のなかに継承していったのか
を理解する。とくに以下の点に留意する。⽂学作品
を通して、⽇本⽂学の流れを理解し、その作品を⽣
んだ時代背景や、⾔語表現の歴史等を学び、⽂学作
品を多⾓的に読む⼒や、分析する⼒を獲得する。

・⽇本の古典⽂学の歴史について詳しく知り、それ
を説明出来る知識を獲得できる。（知識・理解）
・⽂学作品の⽣まれる歴史的な背景について深く分
析する能⼒を⾝につけ、それをとおして⽇本の⽂化
についての興味・関⼼をもつ。（関⼼・意欲・態
度）
・歴史的な背景を踏まえて⽂学作品を多⾓的に分析
する⼒を⾝につけ、新たなものの⾒⽅につなげるこ
とができる。（思考・判断・表現）

・⽇本の古典⽂学の歴史について知り、それを説明
出来る知識を獲得する。（知識・理解）
・⽂学作品が⽣まれる歴史的な背景について分析す
る能⼒を⾝につけ、それをとおして⽇本の⽂化につ
いての興味・関⼼をもつ。（関⼼・意欲・態度）
・歴史的な背景を踏まえて⽂学作品を分析する⼒を
⾝につけ、⾃分の世界を広げることができる。（思
考・判断・表現）

近代⽂学の歴史
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 4

⽇本⽂学の歴史は1400年に及び、⼀つの授業で全
体をフォローすることは難しく、「⽂学」という概
念が成⽴した近代以降、以前と分けるのが⼀般的で
ある。近代以降の⽂学では、⻄洋的知⾒の流⼊とと
もにいかにして「近代⽂学」が成⽴し、展開したか
を理解する。とくに以下の点に留意する。⽂学作品
を通して、⽇本⽂学の流れを理解し、その作品を⽣
んだ時代背景や、⾔語表現の歴史等を学び、⽂学作
品を多⾓的に読む⼒や、分析する⼒を獲得する。

・⽇本の近代⽂学の歴史について詳しく知り、それ
を説明出来る知識を獲得する。（知識・理解）
・⽂学作品の⽣まれる歴史的な背景について深く分
析する能⼒を⾝につけ、それをとおして⽇本の⽂化
についての興味・関⼼をもつ。（関⼼・意欲・態
度）
・歴史的な背景を踏まえて⽂学作品を多⾓的に分析
する⼒を⾝につけ、新たなものの⾒⽅につなげるこ
とができる。（思考・判断・表現）

・⽇本の近代⽂学の歴史について知り、それを説明
出来る知識を獲得する。（知識・理解）
・⽂学作品の⽣まれる歴史的な背景について分析す
る能⼒を⾝につけ、それをとおして⽇本の⽂化につ
いての興味・関⼼をもてるようになる。（関⼼・意
欲・態度）
・歴史的な背景を踏まえて⽂学作品を分析する⼒を
⾝につけ、⾃分の世界を広げることができる。（思
考・判断・表現）

⽇本⽂学の歴史
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 4

⽇本における幾つかの⽂学作品を通して、⽇本⽂学
の流れを理解し、その作品を⽣んだ時代背景や、⾔
語表現の歴史等を学び、⽂学作品を多⾓的に読む⼒
や、分析する能⼒を獲得する。

・授業で扱う分野における⽇本⽂学の歴史について
詳しく説明できる知識を獲得できている。（知識・
理解）
・⽂学作品の⽣まれる歴史的な背景について深く分
析する⼒を⾝につける。（知識・理解）
・歴史的な背景を踏まえて⽂学作品を多⾓的に分析
する⼒を修得する。（知識・理解）

・授業で扱う分野における⽇本⽂学の歴史につい
て、⼀定の説明が出来る知識を獲得する。（知識・
理解）
・⽂学作品の⽣まれる歴史的な背景について分析す
る⼒が⾝についている。（知識・理解）
・歴史的な背景を踏まえて⽂学作品を分析する⼒を
⾝につける。（知識・理解）

⽂学とことばの
セミナー

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1 2

授業を通して⾃分の研究テーマを⾒つけ、そのテー
マについて調べ発表し、最後にレポートを完成する
ことができるようになる。⽂学やことばについての
より深い知識を習得し、またそれについての意⾒や
考えを述べる⼒、レポートを完成させる能⼒を養
う。

・⽂学やことばについて、研究すべき⾃分のテーマ
を明確に⾒つけ出すことができるようになる。（思
考・判断・表現）
・⽂学やことばについてより深い知識を⾝につけて
いる。（知識・理解）
・⾃分のテーマについて説得⼒ある意⾒を述べ、ま
た他⼈の発表について積極的に意⾒を述べる事がで
きるようになる。(関⼼・意欲・態度）
・レポートの書き⽅がしっかりと⾝につける。（技
能）

・⽂学やことばについて、研究すべき⾃分のテーマ
を⾒つけ出すことができるようになる。（思考・判
断・表現）
・⽂学やことばについて基本的な知識をもつ。（知
識・理解）
・⾃分のテーマについて意⾒を述べ、また他⼈の発
表について意⾒を述べる事ができるようになる。
(関⼼・意欲・態度）
・基本的なレポートの書き⽅を⾝につける。（技
能）

⽂学とことばの
卒業セミナー

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

2 4

授業を通して、⽂学やことばに関する⾃分の選択し
たテーマについて研究を進め、最終的に卒業レポー
トを完成できるようになる。あるいは、創作（⼩
説）のテーマを決めて構想を練り、作品を完成させ
る。

・⾃分の研究テーマや、創作の課題について明確な
ビジョンを持つことができるようになる。（思考・
判断・表現）
・⻑⽂のレポートや創作のためのしっかりとした⽂
章⼒を⾝につける。（技能）
・優れたレポートあるいは個性的な創作を完成させ
る⼒を修得する。（技能）

・⾃分の研究テーマや、創作の課題についてビジョ
ンを持つことができるようになる。（思考・判断・
表現）
・⻑⽂のレポートや創作のための⼀定の⽂章⼒を⾝
につけることができるようになる。（技能）
・レポートあるいは創作を完成させる⼒を修得でき
るようになる。（技能）

児童⽂学
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

児童⽂学の古今の名作を取りあげ、さまざまな切り
⼝から、原作の表現、描写、構成のテクニックを学
び、同時に、作品のテーマの理解を深める。また短
編の創作もおこなう。⽇常⽣活のなかから話の材料
を⾒つけだし、そこからイメージをふくらませ、ど
のようにひとつの作品としてしあげていくか、物語
づくりのおもしろさを体験する。児童⽂学の奥深さ
を知り、創作の楽しさを理解する。

・優れた児童⽂学作品を読み、作品を様々な切り⼝
で分析する⼒をしっかりと習得する。（知識・理
解）
・⽇常⽣活の中の材料から童話作品をきちんと創作
することができるようになる。（判断・思考・表
現）
・児童⽂学をとおして想像⼒、創造⼒、⽂章⼒を積
極的に⾼めることができるようになる。（判断・思
考・表現）

・優れた児童⽂学作品を読み、作品を分析する⼀定
の能⼒を修得する。（知識・理解）
・⽇常⽣活の中の材料から童話作品を創作すること
ができるようになる。（判断・思考・表現）
・児童⽂学をとおして想像⼒、創造⼒、⽂章⼒をあ
る程度⾼めることができるようになる。（判断・思
考・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

映画･演劇論
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

19世紀末に誕⽣した映画は、それまでにない「第
７」の芸術として独⾃性をめざす⼀⽅、20世紀を
通して⼤衆娯楽産業として発達する。その過程で
様々な演劇ジャンルから多くの刺激と影響を受けて
きた。例えば、⻄洋の近代劇やオペラやミュージカ
ル、⽇本の伝統芸能（能、⽂楽、歌舞伎）、中国の
京劇などといった演劇と、映画の歴史はどう交差し
てきたのか。できるだけ多様な映像資料を参照しつ
つ、それらを通して映画と演劇について理解する。

・映画と演劇に関する基本的な知識をしっかりと修
得する。（知識・理解）
・映画と演劇の社会的⽂化的背景にも⽬を向けなが
ら作品を批評的に読む⼒をきちんと⾝につけてい
る。（知識・理解）
・⾃らの意⾒を説得的に表現できる⼒をしっかりと
修得する。（判断・思考・表現）

・映画と演劇に関する基本的な知識を修得する。
（知識・理解）
・映画と演劇の社会的⽂化的背景にも⽬を向けなが
ら、作品を⾃分なりに読む⼒を⾝につける。（知
識・理解）
・⾃らの意⾒を説得的に表現できる⼀定の⼒を⾝に
つける。（判断・思考・表現）

サブカルチャー
論

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

マンガ、アニメ、ゲーム、ポップミュージックなど
の、カウンターカルチャーとされるものの特質と魅
⼒を考える。とくに、近年、⽇本のサブカルは海外
での評価が⾼いが、それらが広く受け⼊れられるグ
ローバルな意味についても理解する。

・中⼼と周縁が曖昧化している今⽇の、メイン・カ
ルチャーから隔たったサブ・カルチャーの意義につ
いて深い理解をもつ。（知識・理解）
・サブ・カルチャーの持つ⽂化的エネルギーについ
て深い理解を有している。（知識・理解）
・カウンター・カルチャーの成果を通して⽇本⽂化
を特質を批評的に捉え直し、グローバルな魅⼒を理
解する優れた能⼒を⾝につける。（知識・理解）

・中⼼と周縁が曖昧化している今⽇の、メイン・カ
ルチャーから隔たったサブ・カルチャーの意義につ
いて⼀定の理解を⾝につける。（知識・理解）
・サブ・カルチャーの持つ⽂化的エネルギーについ
て⼀定の理解を有する。（知識・理解）
・カウンター・カルチャーの成果を通して⽇本⽂化
を特質を捉え直し、グローバルな魅⼒を理解する能
⼒を⾝につける。（知識・理解）

アニメの物語学
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

「物語」とは何かについてまず考える。「物語」の
定義は易しいようでいて難しい。授業では、まず
「物語」についての定義を考え、その定義を⽤いて
豊かな物語性に溢れた⽇本のアニメとくに宮崎駿の
アニメについて学んでいく。まずは、⽇本のアニメ
の歴史を世界のアニメの歴史と⽐較しながら⽇本ア
ニメの特徴を理解し、そこにどのような物語の⽂体
が貫かれているかを学ぶ。さらに宮崎駿の作品の分
析を通して、物語性、⽂化・思想的背景、込められ
たメッセージなどを読解する。そして宮崎アニメを
⼿がかりに、アニメの「物語」が持つ意義について
考察し「物語」の本質をより深く理解する。

・抽象的な「物語」について多様な⾓度から考察し
定義することができる。（思考・判断・表現）
・グリム童話からディズニーアニメまでの流れを時
代背景などを踏まえて的確に説明できる。（知
識・理解）
・戦後の⽇本のアニメを時代のかかわりや物語性の
観点から的確に説明できる。（知識・理解）
・宮崎駿の作品について、物語性や時代性、⽂化や
思想という観点から要点を的確に説明できる。（知
識・理解）
・物語という観点からアニメ作品について深く論じ
ることができる。（思考・判断・表現）

・抽象的な「物語」についてある⼀定の定義ができ
る。（思考・判断・表現）
・グリム童話からディズニーアニメまでの流れをお
おまかに説明できる。（知識・理解）
・戦後の⽇本のアニメを時代のかかわりや物語性の
観点から⼀定の説明ができる。（知識・理解）
・宮崎駿の作品について、物語性や時代性、⽂化や
思想という観点からおおまかに説明できる。（知
識・理解）
・物語という観点からアニメ作品について論じるこ
とができる。（思考・判断・表現）

⽂学創作演習
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⽇本⽂学・
表現コース

1・2 2

教員の指導のもと、学⽣が実際に⼩説の創作を試み
る授業。いくつかの⼩説（短編）や⽂章を読み、作
品を肌で感じ、そのうえで、実際に作品を書いてみ
る。作品を創作する創造性や⽂章⼒を養う。

・創作の準備としていくつかの⼩説（短編）や⽂章
を読み込む⼒がしっかりと⾝につける。(知識・理
解）
・作品を実際に書く⼒をしっかりと修得する。（技
能）
・作品を創作する創造性や⽂章⼒を⾝につけ実践で
きる。(思考・判断・表現)

・創作の準備としていくつかの⼩説（短編）や⽂章
を読み込む⼀定の能⼒を⾝につける。(知識・理
解）
・作品を実際に書く⼒が⾝につける。（技能）
・作品を創作する創造性や⽂章⼒を修得する。(思
考・判断・表現)

Reading Ⅰ
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

英⽂を読むための基本的なテクニックを知り、ス
キャニング、トピックセンテンスの発⾒、パラグラ
フ構成の理解、予測・推論などの技術を⾝につけ
る。

・スキャニング、トピックセンテンスの発⾒、パラ
グラフ構成の理解、予測・推論などの技術を的確に
応⽤して英⽂を解釈することができる。（知識・理
解）（技能）
・⾼度な内容の英⽂読解に必要な語彙を⾝につけ、
使⽤できる。（知識・理解）（技能）

・スキャニング、トピックセンテンスの発⾒、パラ
グラフ構成の理解、予測・推論などの技術をある程
度応⽤して英⽂を解釈することができる。（技能）
（知識・理解）
・平易な内容の英⽂読解に必要な語彙を⾝につけ、
使⽤できる。（知識・理解）（技能）

Writing Ⅰ
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

⽂法的に正しい英⽂の構造を知り、語彙やパラグラ
フ・ライティングのための基礎を⾝につける。

・英⽂法の知識を⼗分に⾝につけ、単⽂レベルの英
作⽂を正確に⾏うことができる。（知識・理解）
（技能）
・平易な内容の英作⽂に必要な語彙を⼗分に⾝につ
け、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

・英⽂法の知識をある程度⾝につけ、単⽂レベルの
英作⽂をある程度⾏うことができる。（知識・理
解）（技能）
・平易な内容の英作⽂に必要な語彙をある程度⾝に
つけ、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

Listening Ⅰ
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

英語の⾳声の特徴（強弱、リズム、連続、脱落、イ
ントネーションなど）を理解し、⽇常会話レベルの
英語を聞き取る技術を⾝につける。

・⽇常会話レベルの英語を聞いて、内容を正確に解
釈できる。（知識・理解）（技能）
・平易な内容の英語の聞き取りに必要な語彙を⼗分
に⾝につけ、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

・⽇常会話レベルの英語を聞いて、内容をある程度
解釈できる。（知識・理解）（技能）
・平易な内容の英語の聞き取りに必要な語彙をある
程度⾝につけ、使⽤できる。（知識・理解）（技
能）

Oral English I
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

スピーキングの⼒を向上させ、語彙を増やして、⽇
常会話レベルの英会話の技術を⾝につける。

・⽇常会話レベルの内容を英語で正確に表現でき
る。（知識・理解）（技能）
・⽇常会話レベルの英語の運⽤に必要な語彙を⼗分
に⾝につけ、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

・⽇常会話レベルの内容を英語である程度表現でき
る。（知識・理解）（技能）
・⽇常会話レベルの英語の運⽤に必要な語彙をある
程度⾝につけ、使⽤できる。（知識・理解）（技
能）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

Reading II
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

Reading I で⾝につけた英⽂を読むための基本的な
テクニックを使⽤して、更に⾼度な内容の英⽂のス
キャニング、トピックセンテンスの発⾒、パラグラ
フ構成の理解、予測・推論などの技術を⾝につけ
る。

・スキャニング、トピックセンテンスの発⾒、パラ
グラフ構成の理解、予測・推論などの技術を的確に
応⽤して英⽂を解釈することができる。（知識・理
解）（技能）
・⾼度な内容の英⽂読解に必要な語彙を⼗分に⾝に
つけ、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

・スキャニング、トピックセンテンスの発⾒、パラ
グラフ構成の理解、予測・推論などの技術をある程
度応⽤して英⽂を解釈することができる。（知識・
理解）（技能）
・⾼度な内容の英⽂読解に必要な語彙をある程度⾝
につけ、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

Writing II
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

Writing Iで⾝につけた⽂法的に正しい英⽂の構造の
知識を使⽤して，まとまった量の英⽂（パラグラ
フ）を書く技術を⾝につける。

・英⽂法の知識を⼗分に⾝につけ、パラグラフを構
成しながら英⽂で正確に表現できる。（知識・理
解）（技能）
・⾼度な内容の英作⽂に必要な語彙を⼗分に⾝につ
け、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

・英⽂法の知識をある程度⾝につけ、パラグラフを
構成しながら英⽂である程度表現できる。（知識・
理解）（技能）
・⾼度な内容の英作⽂に必要な語彙をある程度⾝に
つけ、使⽤できる。（知識・理解）（技能）

Listening II
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

英語の⾳声の特徴（強弱、リズム、連続、脱落、イ
ントネーションなど）を理解し、アナウンスやス
ピーチやニュース原稿など、まとまった量の英語を
聞き取る技術を⾝につける。

・アナウンスやスピーチやニュース原稿などの英語
を聞いて、内容を正確に解釈できる。（知識・理
解）（技能）
・アナウンスやスピーチやニュース原稿などの英語
の聞き取りに必要な語彙を⼗分に⾝につけ、使⽤で
きる。（知識・理解）（技能）

・アナウンスやスピーチやニュース原稿などの英語
を聞いて、内容をある程度解釈できる。（知識・理
解）（技能）
・アナウンスやスピーチやニュース原稿などの英語
の聞き取りに必要な語彙をある程度⾝につけ、使⽤
できる。（知識・理解）（技能）

Oral English II
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 1

スピーキングの⼒を向上させ、語彙を増やして、ス
ピーチやアナウンスなど、まとまった内容を英語で
表現する技術を⾝につける。

・スピーチなどのまとまった量の情報を英語で正確
に表現できる。（知識・理解）（技能）
・英語でまとまった量の情報を発信する際に必要な
語彙を⼗分に⾝につけ、使⽤できる。（知識・理
解）（技能）

・スピーチなどのまとまった量の情報を英語である
程度表現できる。（知識・理解）（技能）
・英語でまとまった量の情報を発信する際に必要な
語彙をある程度⾝につけ、使⽤できる。（知識・理
解）（技能）

English for
Special
Purposes A I

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

英語の歌を題材にして、歌詞の内容や時代背景など
を理解し、英語の語彙や⼝語表現を⾝につけ、発⾳
練習も実施する。

・歌詞の内容を正確に解釈できる。（知識・理解）
・授業で学んだ英語表現を的確に使⽤できる。（知
識・理解）（技能）

・歌詞の内容をある程度解釈できる。（知識・理
解）
・授業で学んだ英語表現をある程度使⽤できる。
（知識・理解）（技能）

English for
Special
Purposes B I

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

英語圏の映画を題材にして、台詞の内容や時代背景
などを学習･理解し、英語の語彙や⼝語表現を⾝に
つける。

・英語の⽇常表現を正確に解釈できる。（知識・理
解）
・ナチュラルスピードの英語を正確に聞き取ること
ができる。（知識・理解）（技能）
・⽇常⽣活に関することを⾃然な英語で的確に表現
できる。（技能）

・英語の⽇常表現をある程度解釈できる。（知識・
理解）
・ナチュラルスピードの英語をある程度聞き取るこ
とができる。（知識・理解）（技能）
・⽇常⽣活に関することを⾃然な英語である程度表
現できる。（技能）

English for
Special
Purposes C I

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

ビジネスの場⾯でよく使⽤される英語表現を知り、
英語のビジネスレターやEメールでの⽂書作成の仕
⽅を⾝につける。

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される表現や、ビジネ
スレターやEメールの書式を⼗分に理解して使⽤で
きる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書を的確に解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書を的確に作成できる。（技
能）

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される表現や、ビジネ
スレターやEメールの書式をある程度理解して使⽤
できる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書をある程度解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書をある程度作成できる。（技
能）

English for
Special
Purposes D I

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

ホスピタリティー･ビジネス（航空、観光、ホテル
など）で必要とされる英語の語彙や⼝語表現・⽂語
表現を⾝につける。また、⽇本と英語圏の⽂化の違
いも学習し、異⽂化コミュニケーションのための知
識も⾝につける。

・ホスピタリティー･ビジネスで必要とされる英語
の語彙や⼝語表現・⽂語表現を的確に使⽤できる。
（知識・理解）（技能）
・⽇本と英語圏の⽂化を⽐較し、違いを的確に述べ
ることができる。（知識・理解）（思考・判断・表
現）

・ホスピタリティー･ビジネスで必要とされる英語
の語彙や⼝語表現・⽂語表現をある程度使⽤でき
る。（知識・理解）（技能）
・⽇本と英語圏の⽂化を⽐較し、違いをある程度述
べることができる。（知識・理解）（思考・判断・
表現）

English for
Special
Purposes A II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

英語の歌を題材にして、歌詞の内容や時代背景など
を理解し、英語の語彙や⼝語表現を⾝につけ、発⾳
練習も実施する。

・歌詞の内容を正確に解釈できる。（知識・理解）
・授業で学んだ英語表現を会話の場⾯で的確に使⽤
できる。（知識・理解）（技能）

・歌詞の内容をある程度解釈できる。（知識・理
解）
・授業で学んだ英語表現を会話の場⾯である程度使
⽤できる。（知識・理解）（技能）

English for
Special
Purposes B II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

英⽶の映画を題材にして、台詞の内容や時代背景な
どを学習･理解し、英語の語彙や⼝語表現を⾝につ
ける。

・英語の⽇常表現を正確に解釈できる。（知識・理
解）
・ナチュラルスピードの英語を正確に聞き取ること
ができる。（知識・理解）（技能）
・⽇常⽣活に関することを⾃然な英語で的確に表現
できる。（技能）

・英語の⽇常表現をある程度解釈できる。（知識・
理解）
・ナチュラルスピードの英語をある程度聞き取るこ
とができる。（知識・理解）（技能）
・⽇常⽣活に関することを⾃然な英語である程度表
現できる。（技能）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

English for
Special
Purposes C II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

ビジネスの場⾯でよく使⽤される英語表現を知り、
英語のビジネスレターやEメールでの⽂書作成の仕
⽅を⾝につける。

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される表現や、ビジネ
スレターやEメールの書式を⼗分に理解して使⽤で
きる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書を的確に解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書を的確に作成できる。（技
能）

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される表現や、ビジネ
スレターやEメールの書式をある程度理解して使⽤
できる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書をある程度解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書をある程度作成できる。（技
能）

English for
Special
Purposes D II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

ホスピタリティー･ビジネス（航空、観光、ホテル
など）で必要とされる英語の語彙や⼝語表現・⽂語
表現を⾝につける。また、⽇本と英語圏の⽂化の違
いも学習し、異⽂化コミュニケーションのための知
識も⾝につける。

・ホスピタリティー･ビジネスで必要とされる英語
の語彙や⼝語表現・⽂語表現を的確に使⽤できる。
（知識・理解）（技能）
・⽇本と英語圏の⽂化を⽐較し、違いを的確に述べ
ることができる。（知識・理解）（思考・判断・表
現）

・ホスピタリティー･ビジネスで必要とされる英語
の語彙や⼝語表現・⽂語表現をある程度使⽤でき
る。（知識・理解）（技能）
・⽇本と英語圏の⽂化を⽐較し、違いをある程度述
べることができる。（知識・理解）（思考・判断・
表現）

英⽂法
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 2

⾼校までに学んだ英⽂法の重要な項⽬を学び直し、
英語の専⾨科⽬を学ぶための基礎⼒を⾝につける。

英⽂法の重要項⽬の内容を⼗分に理解し、正確に使
⽤できる。（知識・理解）（技能）

英⽂法の重要項⽬の内容をある程度理解し、使⽤で
きる。（知識・理解）（技能）

英語⾳声学
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 2

英語の個々の⾳声の特徴や発⾳の仕⽅、⾳の強弱・
連続・脱落、句や⽂のイントネーションやリズムな
どを理解し、正しい発⾳技術を⾝につける。発⾳記
号が表す⾳声を理解する。

・英語の個々の⾳声の特徴を理解し、発⾳を正確に
⾏うことができる。（知識・理解）（技能）
・英語の⾳の強弱・連続・脱落やイントネーション
やリズムを理解し、句や⽂の発⾳を正確に⾏うこと
ができる。（知識・理解）（技能）
・発⾳記号を正確に読める。（知識・理解）

・英語の個々の⾳声の特徴を理解し、発⾳をある程
度⾏うことができる。（知識・理解）（技能）
・英語の⾳の強弱・連続・脱落やイントネーション
やリズムを理解し、句や⽂の発⾳をある程度⾏うこ
とができる。（知識・理解）（技能）
・発⾳記号をある程度読める。（知識・理解）

英語学概論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 4

⾳声学・形態論・統語論・意味論・英語史など、英
語学の諸分野について基礎知識を⾝につけ、英語の
特性を様々な⾓度から理解する。

・英語学の諸分野について⼗分に説明できる。（知
識・理解）
・英語を科学的に分析し、英語の特徴を正確に述べ
ることができる。（知識・理解）
・社会と⾔語の関係、国際社会における英語の役割
について⼗分に説明できる。（思考・判断・表現）

・英語学の諸分野についてある程度説明できる。
（知識・理解）
・英語を科学的に分析し、英語の特徴をある程度述
べることができる。（知識・理解）
・社会と⾔語の関係、国際社会における英語の役割
についてある程度説明できる。（思考・判断・表
現）

英⽶⽂学概論
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 4

アメリカ・イギリス⽂学の流れについて基礎知識を
⾝につける。英⽶⽂学作品を通じて視野を広げ、テ
キストと対話する⽅法を⾝につける。アメリカとイ
ギリス双⽅の⽂学史を概観しつつ、時代毎に代表的
な作家に焦点を当て、作品の抜粋を精読しながら英
⽶⽂学を理解する。

・イギリス⽂学史、アメリカ⽂学史の流れを⼗分に
理解できる。（知識・理解）
・⽂学作品を読み解き、研究するための基礎知識を
⼗分に応⽤することができる。（知識・理解）
・特定の作家および作品について⼗分に調査し、的
確な分析・考察ができる。（思考・判断・表現）

・イギリス⽂学史、アメリカ⽂学史の流れをある程
度理解できる。（知識・理解）
・⽂学作品を読み解き、研究するための基礎知識を
ある程度応⽤することができる。（知識・理解）
・特定の作家および作品についてある程度調査し、
分析・考察ができる。（思考・判断・表現）

英語学演習
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

英語の時制表現（現在形、過去形、様々な未来の表
現、進⾏形、完了形など）に関して学び、⽇本語と
は異なる英語の表現⽅法を理解して英語の正確な使
い⽅を⾝につける。

・英語の様々な時制表現の違いについて正確に説明
できる。（知識・理解）
・英語の様々な時制表現を的確に使⽤できる。（知
識・理解）（技能）

・英語の様々な時制表現の違いについてある程度説
明できる。（知識・理解）
・英語の様々な時制表現をある程度使⽤できる。
（知識・理解）（技能）

英⽶⽂学演習
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 1

英語圏の⼩説・詩・演劇などのジャンルより代表的
な作家とその作⾵について分析・考察し、主体的に
討議や研究発表を⾏う⽅法を⾝につける。英語⽂学
を鑑賞する視点や鑑賞⼒を養い、⽂学作品（英⽂）
の精読を通して英⽂読解⼒を⾝につける。

・英語で書かれた⽂学作品を正確に読解し、的確な
分析・考察ができる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
・英語で書かれた⽂学作品を正確に読解し、作品に
描かれている⼈間や社会の様々な側⾯について深く
考察できる。（知識・理解）（思考・判断・表現）

・英語で書かれた⽂学作品をある程度読解し、分
析・考察ができる。（知識・理解）（思考・判断・
表現）
・英語で書かれた⽂学作品を正確に読解し、作品に
描かれている⼈間や社会の様々な側⾯についてある
程度考察できる。（知識・理解）（思考・判断・表
現）

英語学研究
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 2

英語の定冠詞と不定冠詞、冠詞の有無、可算名詞と
不可算名詞、動名詞と不定詞、仮定法と直説法、な
どの違いについて学び、⽇本語とは異なる英語の表
現⽅法を理解して英語の正確な使い⽅を⾝につけ
る。

・英語の定冠詞と不定冠詞、冠詞の有無、可算名詞
と不可算名詞、動名詞と不定詞、仮定法と直説法、
などの違いを具体的に述べることができる。（知
識・理解）
・英語の定冠詞と不定冠詞、冠詞の有無、可算名詞
と不可算名詞、動名詞と不定詞、仮定法と直説法、
などを正確に使⽤できる。（技能）

・英語の定冠詞と不定冠詞、冠詞の有無、可算名詞
と不可算名詞、動名詞と不定詞、仮定法と直説法、
などの違いを⼤まかに述べることができる。（知
識・理解）
・英語の定冠詞と不定冠詞、冠詞の有無、可算名詞
と不可算名詞、動名詞と不定詞、仮定法と直説法、
などをある程度使⽤できる。（技能）

英⽶⽂学研究
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 2

英語圏の特定の作家、あるいは特定の分野について
の知識を⾝につける。複数の作品を読解し、その作
家および分野の特性を理解する。

・英語で書かれた⽂学作品を正確に読解し、的確な
分析・考察ができる。（知識・理解）（思考・判
断・表現）
・英語で書かれた⽂学作品を正確に読解し、作品に
描かれている⼈間や社会の様々な側⾯について深く
考察できる。（知識・理解）（思考・判断・表現）

・英語で書かれた⽂学作品を読解し、ある程度の分
析・考察ができる。（知識・理解）（思考・判断・
表現）
・英語で書かれた⽂学作品を読解し、作品に描かれ
ている⼈間や社会の様々な側⾯についてある程度考
察できる。（知識・理解）（思考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

TOEIC演習 I
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1 2

TOEICスコアアップのために必要な語彙や⽂法事
項の学習、リーディングやリスニングの演習を通し
て英語⼒を⾝につける。

TOEIC500点以上の取得に必要な語彙、⽂法の知
識、リーディング、リスニングの技術を⼗分に⾝に
つけ、英語の運⽤能⼒に熟練する。（知識・理解）
（技能）

TOEIC500点程度の取得に必要な語彙、⽂法の知
識、リーディング、リスニングの技術を⾝につけ、
英語の運⽤能⼒に熟練する。（知識・理解）（技
能）

TOEIC演習II
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

2 2

TOEIC演習Iで⾝につけた知識を活⽤して、TOEIC
スコアアップのために必要な語彙や⽂法事項の学
習、リーディングやリスニングの演習を通して更な
る英語⼒を⾝につける。

TOEIC700点程度の取得に必要な語彙、⽂法の知
識、リーディング、リスニングの技術を⼗分に⾝に
つけ、英語の運⽤能⼒に熟練する。（知識・理解）
（技能）

TOEIC600点程度の取得に必要な語彙、⽂法の知
識、リーディング、リスニングの技術を⼗分に⾝に
つけ、英語の運⽤能⼒に熟練する。（知識・理解）
（技能）

News English
Ｉ

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

英字新聞の読解練習やニュース番組の視聴を通し
て、必要な情報を読み取る技術や聞き取る技術を⾝
につける。世界情勢の理解と政治・経済などの分野
の専⾨⽤語を⾝につける。

・英字新聞の英語を正確に解釈できる。（知識・理
解）（技能）
・ニュース番組の英語を正確に聞き取ることができ
る。（知識・理解）（技能）
・政治や経済の専⾨⽤語を的確に説明できる。（知
識・理解）

・英字新聞の英語をある程度解釈できる。（知識・
理解）（技能）
・ニュース番組の英語をある程度聞き取ることがで
きる。（知識・理解）（技能）
・政治や経済の専⾨⽤語をある程度説明できる。
（知識・理解）

News English
II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

News English Iよりも⾼度なレベルの英字新聞の
読解練習やニュース番組の視聴を通して、必要な情
報を読み取る技術や聞き取る技術を⾝につける。世
界情勢や政治･経済などの分野の専⾨⽤語を⾝につ
ける。

・英字新聞の英語を正確に解釈できる。（知識・理
解）（技能）
・ニュース番組の英語を正確に聞き取ることができ
る。（知識・理解）（技能）
・政治や経済の専⾨⽤語を的確に説明できる。（知
識・理解）

・英字新聞の英語をある程度解釈できる。（知識・
理解）（技能）
・ニュース番組の英語をある程度聞き取ることがで
きる。（知識・理解）（技能）
・政治や経済の専⾨⽤語をある程度説明できる。
（知識・理解）

Business
English Ｉ

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

ビジネスの場⾯でよく使⽤される基本的な英語表現
を学び、英語のビジネスレターやEメールでの⽂書
作成の仕⽅を⾝につける。

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される基本的表現や、
ビジネスレターやEメールの書式を⼗分に理解して
使⽤できる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書を的確に解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書を的確に作成できる。（技
能）

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される基本的表現や、
ビジネスレターやEメールの書式をある程度理解し
て使⽤できる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書をある程度解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書をある程度作成できる。（技
能）

Business
English II

⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

Business English Iよりも⾼度な英語表現を学び、
英語のビジネスレターやEメールでの⽂書作成の仕
⽅を⾝につける。

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される基本的表現や、
ビジネスレターやEメールの書式を⼗分に理解して
使⽤できる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書を的確に解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書を的確に作成できる。（技
能）

・ビジネスの場⾯でよく使⽤される基本的表現や、
ビジネスレターやEメールの書式をある程度理解し
て使⽤できる。（知識・理解）（技能）
・英語のビジネス⽂書をある程度解釈できる。（知
識・理解）
・英語のビジネス⽂書をある程度作成できる。（技
能）

通訳法 Ｉ
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

通訳の基礎、⽇本語と英語の違い、異⽂化コミュニ
ケーション、実践例等を概観し、基本的な通訳技術
習得のために段階を追った実践的な訓練を実施す
る。

・通訳の基礎を⼗分に理解し、基礎訓練⽅法を⾝に
つけ、簡単な逐次通訳ができる。（知識・理解）
（技能）
・⾝近な事柄、⽇本⽂化･社会、国際問題等のテー
マなどに関する語彙を⼗分に⾝につけている。（知
識・理解）
・通訳者として必要な英語⼒及び表現⼒を⼗分に⾝
につけている。（知識・理解）（技能）

・通訳の基礎をある程度理解し、基礎訓練⽅法を⾝
につけ、簡単な逐次通訳ができる。（知識・理解）
（技能）
・⾝近な事柄、⽇本⽂化･社会、国際問題等のテー
マなどに関する語彙をある程度⾝につけている。
（知識・理解）
・通訳者として必要な英語⼒及び表現⼒をある程度
⾝につけている。（知識・理解）（技能）

通訳法 II
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

通訳法Iで学んだ通訳の基礎を前提に、更に⾼度な
英語⼒及び通訳技術を⾝につける。国際理解、異⽂
化間コミュニケーションを含めた場⾯設定を⾏い、
様々なアクティビティーを通じて実践的なトレーニ
ングを実施する。

・通訳技術訓練⽅法に熟練し、通訳法Iの内容より
も⾼度な逐次通訳が的確にできる。（知識・理解）
（技能）
・⾝近な事柄、⽇本⽂化･社会、国際問題等のテー
マなどに関して、通訳法Iの内容よりも⾼度な知識
と語彙を⼗分に⾝につけている。（知識・理解）
・通訳法Iの内容よりも⾼度な英語⼒及び表現⼒を
⼗分に⾝につけている。（知識・理解）（技能）

・通訳技術訓練⽅法に熟練し、通訳法Iの内容より
も⾼度な逐次通訳がある程度できる。（知識・理
解）（技能）
・⾝近な事柄、⽇本⽂化･社会、国際問題等のテー
マなどに関して、通訳法Iの内容よりも⾼度な知識
と語彙をある程度⾝につけている。（知識・理解）
・通訳法Iの内容よりも⾼度な英語⼒及び表現⼒を
ある程度⾝につけている。（知識・理解）（技能）

翻訳法 Ｉ
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

実技演習を⾏いながら翻訳の基礎を⾝につける。⽇
本語と英語の表現⽅法の違いを学びながら基本的な
翻訳技術習得のために段階を追った実践的な訓練を
実施する。

・英⽂を正確に解釈できる。（知識・理解）
・英⽂翻訳に必要な表現⼒が⼗分に⾝についてお
り、平易な内容の翻訳が的確にできる。（知識・理
解）（技能）

・英⽂をある程度解釈できる。（知識・理解）
・英⽂翻訳に必要な表現⼒がある程度⾝についてお
り、平易な内容の翻訳がある程度できる。（知識・
理解）（技能）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

翻訳法 II
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 1

翻訳法Iの内容を前提にして、⽂学作品のほか、英
字新聞、実務英語の翻訳の技術を⾝につける。

・翻訳法Iよりも⾼度な内容の英⽂を正確に解釈で
きる。（知識・理解）
・翻訳法Iよりも⾼度な英⽂翻訳に必要な表現⼒が
⼗分に⾝についており、翻訳法Iよりも⾼度な内容
の英⽂の翻訳が的確にできる。（知識・理解）（技
能）

・翻訳法Iよりも⾼度な内容の英⽂をある程度解釈
できる。（知識・理解）
・翻訳法Iよりも⾼度な英⽂翻訳に必要な表現⼒が
ある程度⾝についており、翻訳法Iよりも⾼度な内
容の英⽂の翻訳がある程度できる。（知識・理解）
（技能）

卒業セミナー
⽂科 専⾨教育科
⽬ 英語コース

1・2 4

担当教員が指定するテーマ（英語学･英語圏⽂学･国
際関係･異⽂化コミュニケーションなど）について
深く理解する。研究発表とその後の討議により主体
性を⾝につける。

・担当教員が指定するテーマ（英語学･英語圏⽂学･
国際関係･異⽂化コミュニケーションなど）につい
て主体的に調べ、問題点を⼗分に列挙し、考察でき
る。（知識・理解）（思考・判断・表現）
・⾃分が選んだテーマについて調べた結果を、的確
に系統⽴てて説明することができる。（知識・理
解）

・担当教員が指定するテーマ（英語学･英語圏⽂学･
国際関係･異⽂化コミュニケーションなど）につい
て主体的に調べ、問題点をある程度列挙し、考察で
きる。（知識・理解）（思考・判断・表現）
・⾃分が選んだテーマについて調べた結果を、ある
程度系統⽴てて説明することができる。（知識・理
解）

⾃⼰開発トレー
ニング

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1 2

⼼理検査を実施することを通して⾃⼰を理解し、受
講者同⼠でディスカッションをすることによって⾃
⼰表現⼒を⾝につける。⾃分の⼈⽣をふりかえって
ライフストーリーを作成し、それをもとに今後の⼈
⽣の⽬標を⽴てると同時に⾃分の性格を分析して、
さらに⾃⼰への理解を深める。

・複数の⼼理学測定法について、特徴をふまえた説
明ができる。（知識・理解）
・パーソナリティの分析⼿法を多⾯的に説明でき
る。（理解）
・⾃分のパーソナリティを客観的に分析できる。
（思考・判断・表現）
・⾃分を知る学習を通じて、⾃分のパーソナリティ
について関⼼をもつようになったことを明確に表現
できる。（関⼼・意欲・態度）
・⾃分のパーソナリティを複数の⼼理テストで測定
できる。（技能）

・⼼理学測定法について基本的な事項を説明でき
る。（知識・理解）
・パーソナリティの分析⼿法を説明できる。（理
解）
・⾃分のパーソナリティを分析できる。（思考・判
断・表現）
・⾃分を知る学習を通じて、⾃分のパーソナリティ
について関⼼をもつようになったことを表現でき
る。（関⼼・意欲・態度）
・⾃分のパーソナリティを⼼理テストで測定でき
る。（技能）

⼼理学概論
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1 4

⼼理学概論は、学習・記憶・⾔語・思考・情動・性
格・⾃⼰等の⼼理学のトピックを幅広く学ぶ科⽬で
ある。認知⼼理学、社会⼼理学、発達⼼理学、臨床
⼼理学等の⼼理学の専⾨分野を学ぶための基礎知識
を⾝につけ、社会の現象や⼈間の⾏動を⼼理学的な
視点からとらえなおす。

・実験や調査等の⼿法を⽤いて⼈間の⾏動を解明し
ようとする⼼理学の考え⽅を系統⽴てて説明でき
る。（知識・理解）
・現代社会の問題と⼼理学の関連性を指摘し、⼼理
学的アプローチを⽤いて説明できる。（思考・判
断・表現）
・⾃らの⾏動を⼼理学的な観点から主体的に分析で
きる。（技能）
・他者理解及び⾃⼰理解の⼼理学的知識をふまえ
て、他者を尊重して関わることができる。（関⼼・
意欲・態度）

・実験や調査等の⼿法を⽤いて⼈間の⾏動を解明し
ようとする⼼理学の考え⽅を説明できる。（知識・
理解）
・現代社会の問題と⼼理学の関連性を指摘できる。
（思考・判断・表現）
・⾃らの⾏動を⼼理学的な観点から分析できる。
（技能）
・他者理解に関する⼼理学的知識を踏まえて、他者
を尊重して関わることができる。（関⼼・意欲・態
度）

発達⼼理学 Ｉ
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

⼈間の発達の各時期において、どのような課題が存
在するか理解する。幼児期、児童期における⼼理
的、社会的、⾝体的な発達と発達を阻害する要因を
考察する。

・幼児期・児童期の発達に関与する認知的、情動
的、社会的要因のすべてを説明できる。（知識・理
解）
・現代の社会的相互作⽤における課題を⾃ら同定
し、発達理論の観点から解釈できる。（思考・判
断・表現）

・幼児期、児童期の発達に関与する認知的、情動
的、社会的要因のいずれかを説明できる。（知識・
理解）
・現代の社会的相互作⽤における課題を、発達理論
の観点から解釈できる。（思考・判断・表現）

発達⼼理学 II
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

⼈間の発達の各時期において、どのような課題が存
在するか理解する。⻘年期、成⼈期、⽼年期におけ
る⼼理的、社会的、⾝体的な発達と発達を阻害する
要因を考察する。

・⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達に関与する認知
的、情動的、社会的要因のすべてを説明できる。
（知識・理解）
・現代の社会的相互作⽤における課題を⾃ら同定
し、発達理論の観点から解釈できる。（思考・判
断・表現）

・⻘年期、成⼈期、⽼年期の発達に関与する認知
的、情動的、社会的要因のいずれかを説明できる。
（知識・理解）
・現代の社会的相互作⽤における課題を、発達理論
の観点から解釈できる。（思考・判断・表現）

臨床⼼理学 Ｉ
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

臨床⼼理学全般にわたる知識を、幅広く学ぶことを
⽬的とする。臨床⼼理学の基礎的な考え⽅を理解す
るとともに、その実践の初歩についても、理解す
る。

・実例や理論や⾃⼰洞察により、臨床⼼理学の基礎
について説明できるようになる。（知識・理解）
・⼼理テストなどで⾃⼰について洞察し、表現でき
るようになる。（思考・判断・表現）
・精神疾患への初歩的な対応ができるようになる。
（技能）
・精神疾患への対応にある程度の関⼼をもって関わ
れる。（関⼼・意欲・態度）

・実例や理論や⾃⼰洞察により、臨床⼼理学の基礎
についておおまかに説明できるようになる。（知
識・理解）
・⼼理テストなどで⾃⼰について洞察し、おおまか
に表現できるようになる。（思考・判断・表現）
・精神疾患へ最低限の対応ができるようになる。
（技能）
・精神疾患への対応に最低限の関⼼をもって関われ
る。（関⼼・意欲・態度）

臨床⼼理学 II
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

具体的な実践例、たとえば⼈格障害・うつ病・統合
失調症・対⼈恐怖症・不登校などの例を通じて、実
践学としての臨床⼼理学について、深く理解する。
また、DSM-Vという診断基準の学習を⾏い、精神
の病について理解を深める。

・実例や理論や⾃⼰洞察により、臨床⼼理学の応⽤
について説明できるようになる。（知識・理解）
・⼼理テストなどで⾃⼰についてより深く洞察し、
詳しく表現できるようになる。（思考・判断・表
現）
・精神疾患への対応がかなりできるようになる。
（技能）
・精神疾患への対応に⼤きな関⼼をもって関われる
（関⼼・意欲・態度）

・実例や理論や⾃⼰洞察により、臨床⼼理学の応⽤
についておおまかに説明できるようになる。（知
識・理解）
・⼼理テストなどで⾃⼰について洞察し、ある程度
表現できるようになる。（思考・判断・表現）
・精神疾患への対応がおおまかにできるようになる
（技能）
・精神疾患への対応に関⼼をもって関われる（関
⼼・意欲・態度）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

健康⼼理学
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

健康⼼理学は⼼理学的アプローチを⽤いてメンタル
ヘルス及び疾病と健康の問題を扱おうとするもので
ある。健康の維持、ストレスへの対処、患者の意思
決定等のトピックから健康⼼理学の視点を理解す
る。

・⼈間の健康が⾝体・精神の両⾯から⽀えられてい
ることを、健康⼼理学の概念を⽤いて考察できる。
（思考・判断・表現）
・健康の維持や病気の予防へのアプローチについて
系統⽴てて説明できる。（知識・理解）

・⼈間の健康が⾝体・精神の両⾯から⽀えられてい
ることを考察できる。（思考・判断・表現）
・健康の維持や病気の予防へのアプローチについて
基本的な事項を説明できる。（知識・理解）

カウンセリング
論

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

カウンセリングの基礎を⾝につける。そして、⽇常
にも活かせる聴き⽅など、さまざまな技法を習得す
る。さらに、実際にカウンセリングの練習をして、
初歩的なカウンセリング⽅法について学ぶ。

・他⼈の悩みに対してアドバイスができるようにな
る。（技能）
・他⼈の話を深く傾聴できるようになる（関⼼・意
欲・態度）
・ロールプレイによって、相⼿の気持ちを解釈でき
るようになる。（知識・理解）
・⾃分のストレスを適切に表現できるようになり、
カウンセリングへの洞察ができるようになる。（思
考・判断・表現）

・他⼈の悩みに対して初歩的なアドバイスができる
ようになる。（技能）
・他⼈の話をおおまかに傾聴できるようになる。
（関⼼・意欲・態度）
・ロールプレイによって、相⼿の気持ちをおおまか
に解釈できるようになる。（知識・理解）
・⾃分のストレスをおおまかに表現できるようにな
り、カウンセリングへの洞察がおおまかにできるよ
うになる。（思考・判断・表現）

教育⼼理学
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

発達、学習、⽣徒指導に関する教育⼼理学の知識を
習得する。教育現場における教師や⼦どもの実態を
踏まえつつ、教師を⽬指す学⽣や職場で後輩を指導
していく際の⼿助けになる知識の理解を深める。

・教育⼼理学の知識や研究⽅法を系統⽴てて説明で
きる。（知識・理解）
・教育⼼理学の知⾒を利⽤して教育の諸問題を⾃ら
同定し、考察できる。（思考・判断・表現）

・教育⼼理学の知識や研究⽅法の基本的な事項を説
明できる。（知識・理解）
・教育⼼理学の知⾒を利⽤して教育の諸問題を考察
できる。（思考・判断・表現）

認知⼼理学
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

知覚・記憶・思考・⾔語にわたる認知⼼理学の基礎
を、幅広く学ぶことを⽬的とする。認知の基礎的な
メカニズムを理解するとともに、認知⼼理学がどの
ように応⽤されているのかという⾯も理解する。

・認知⼼理学の基礎的な知⾒を幅広く⾝につけ、説
明できるようになる。（知識・理解）
・授業で学んだことを⽇常⽣活と結びつけて説明で
きるようになる。（思考・判断・表現）
・⽇常⽣活の出来事について認知⼼理学的な関⼼を
もてるようになる。（関⼼・意欲・態度）
・認知⼼理学的なトピックスについて、調べること
ができるようになる。（技能）

・認知⼼理学の基礎的な知⾒を⾝につけ、おおまか
に説明できるようになる。（知識・理解）
・授業で学んだことを⽇常⽣活と結びつけておおま
かに説明できるようになる。（思考・判断・表現）
・⽇常⽣活の出来事について認知⼼理学的な関⼼を
少しもてるようになる。（関⼼・意欲・態度）
・認知⼼理学的なトピックスについて、おおまかに
調べることができるようになる。（技能）

社会⼼理学
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

⼈が様々な⼈と関わりを持ちながら⽇常⽣活を営む
場が社会である。⼈はその社会の中で常に他の⼈に
⼼理的な影響を与え、そして与えられている。その
影響というものは良い影響を及ぼすものであれば良
いが、必ずしもそういうわけではない。特に現代社
会はストレス社会と⾔われるくらいに、様々な影響
を社会から受ける状態である。しかし、⼈が⽣活を
営んでいくために社会の中でストレスにうまく⽴ち
回る必要がある。では、「なぜそう感じるの
か？」、「それはなぜなのか？」、「どうしたらい
いのか？」という⼼への問いかけについて、社会と
の関わりを考えながら、考察する。

・社会⼼理学における「社会」の概念を、複数の具
体例を挙げて説明できる。（知識・理解）
・社会の中の対⼈関係や集団活動は外部刺激（他の
⼈、環境）から様々な影響を受けている。その時に
⼈間がどういう⾏動、態度を取るのかについて、実
際の事例と関連づけて考察できる。（思考・判断・
表現）

・社会⼼理学における「社会」の概念を説明でき
る。（知識・理解）
・社会の中の対⼈関係や集団活動は外部刺激（他の
⼈、環境）から様々な影響を受けている。その時に
⼈間がどういう⾏動、態度を取るのかについて考察
できる。（思考・判断・表現）

コミュニケー
ション⼼理

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

2 2

⼈間関係、集団、⾃⼰に関する⼼理学の知⾒を学
び、コミュニケーションを多⾯的に理解する。

・コミュニケーションに関する⼼理学の知⾒や研究
⽅法を系統⽴てて説明できる。（知識・理解）
・⼼理学の知⾒を、主体的に豊かなコミュニケー
ションの実践に役⽴てることができるようになる。
（思考・判断・表現）

・コミュニケーションに関する⼼理学の知⾒や研究
⽅法の基本的な事項を説明できる。（知識・理解）
・⼼理学の知⾒を豊かなコミュニケーションの実践
に役⽴てることができるようになる。（思考・判
断・表現）

こころと⾏動
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

2 2

こころと⾏動の関係について学ぶ。様々な⼼理学的
な技法を⽤いて、ストレス解消法を⾝につける。グ
ループで話し合い、⾃⼰表現の⼒を⾝につける。⼼
⾝の関係やセルフコントロールについて理解する。

・特に⼼⾝についての臨床⼼理学的な技法のメカニ
ズムを説明できるようになる。（知識・理解）
・フォーカシング、マインドフルネス、⾃律訓練法
などの⽅法を使えるようになる。（技能）
・⼼⾝の観点から⾃分のストレスについて深く考え
ることができるようになる。（思考・判断・表現）
・ストレス耐性を⾼められるようになる。（関⼼・
意欲・態度）

・特に⼼⾝についての臨床⼼理学的な技法のメカニ
ズムをおおまかに説明できるようになる。（知識・
理解）
・フォーカシング、マインドフルネス、⾃律訓練法
などの⽅法をおおまかに使えるようになる。（技
能）
・⼼⾝の観点から⾃分のストレスについておおまか
に考えることができるようになる。（思考・判断・
表現）
・ストレス耐性をある程度⾼められるようになる。
（関⼼・意欲・態度）

性格とは何か
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

2 2

パーソナリティを理解するための理論と測定法に関
する知識を習得する。類型論から特性論への展開、
パーソナリティに影響を与える⽣物学的要因と社会
的要因の多様性等を考察する。

・複数のパーソナリティ理論を⽐較し、その違いを
ふまえて各理論の特徴を説明できる。（知識・理
解）
・パーソナリティの形成過程を、遺伝的・社会的要
因の影響をふまえて考察できる。（思考・判断・表
現）

・代表的なパーソナリティ理論の特徴を説明でき
る。（知識・理解）
・パーソナリティの形成過程を考察できる。（思
考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

アートと⼼理
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

アートセラピー実習を⾏うことを通じて、アートの
視点から⼼理学を学び、多様な⼼のチャンネル、ア
ンテナを広げる。また、作品の解釈により⾃⼰理解
を深める。

・アートセラピーの解釈の仕⽅を説明できるように
なる。（知識・理解）
・アートセラピーの考え⽅を利⽤して、⾃⼰洞察を
深められるようになる。（思考・判断・表現）
・アートを芸術療法の観点から解釈できるようにな
る。（技能）
・アートセラピーを通じて⾃分の感性を磨くことが
できるようになる。（関⼼・意欲・態度）

・アートセラピーの解釈の仕⽅をおおまかに説明で
きるようになる。（知識・理解）
・アートセラピーの考え⽅を利⽤して、⾃⼰洞察を
おおまかにできるようになる。（思考・判断・表
現）
・アートを芸術療法の観点からおおまかに解釈でき
るようになる。（技能）
・アートセラピーを通じて⾃分の感性おおまかにを
磨くことができるようになる。（関⼼・意欲・態
度）

⾳楽とこころ
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

この講義では、「聴く」という⾏為と「こころ」の
ありかたの関係について考察する。聴覚は、視覚、
触覚、味覚、嗅覚、また⾃⼰受容性の感覚と、どの
ような点が異なっており、また、それらとどのよう
に関わりあって私たちのこころを動かしているのか
を考える。

⾃分の⾳楽経験と聴く姿勢を⾒つめ直し、これまで
知らなかった⾳や⾳楽の世界への⽿を開くことに
よって、聴く⾏為が、「私」というものの形成にど
のように関わっているかについて主体的に考えられ
るようになる。（思考・判断・表現）

⾃分の⾳楽経験と聴く姿勢を⾒つめ直し、これまで
知らなかった⾳や⾳楽の世界への⽿を開くことに
よって、聴く⾏為が、「私」というものの形成にど
のように関わっているかについて考えられるように
なる。（思考・判断・表現）

⽂学に⾒る⾏動
⼼理

⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

1・2 2

⼼理学は⽇本の⽂学に⼤きな影響を与えてきた。⼈
間の⾏動を⼼理のレベルで解釈する⼼理学的⼿法に
影響を受けた作品の分析を中⼼に、⼈間の⾏動⼼理
について考察する。

・⼼理学が⽂学に与えた影響を具体例と関連づけて
説明できる。（知識・理解）
・⼼理学のキーワードを使って⼼理学の歴史的背景
を踏まえた作品分析ができる。（知識・理解）

・⼼理学が⽂学に与えた影響を説明できる。（知
識・理解）
・⼼理学のキーワードを使って作品分析ができる。
（知識・理解）

⼼理学卒業演習
⽂科 専⾨教育科
⽬ ⼼理学コー
ス

2 2

⼼理学卒業演習は、卒業論⽂のテーマ決定・⽂献検
索・論⽂の書き⽅等の⼿続きを学ぶ科⽬である。⾃
分の問題意識を⼼理学研究の枠組みでとらえ、論⽂
という形式で表現する技術を⾝につけることを⽬的
とする。前期は⼼理学の論⽂を読み、「論⽂」とは
何かを学び、論⽂の書き⽅を⾝につける。後期は⼼
理学研究法を⽤いてデータを収集し、卒業論⽂を完
成させる。

・⾃分でテーマを⾒つけて卒業論⽂を完成させるこ
とができる。（関⼼・意欲・態度）
・論⽂の書き⽅、テーマの⾒つけ⽅、⽂献の探し⽅
等の基本的な論⽂作成の技術をすべて習得し、卒業
論⽂を作成することができる。（技能）
・客観的な⼼理学の分析の考え⽅を説明できると同
時に論⽂作成に応⽤できる。（知識・理解）
・⾃分が決めたテーマについて⼼理学的な考察がで
きる。（思考・判断・表現）

・教員の指導の下にテーマを⾒つけて卒業論⽂を完
成させることができる。（関⼼・意欲・態度）
・論⽂の書き⽅、テーマの⾒つけ⽅、⽂献の探し⽅
等の基本的な論⽂作成の技術のいずれかを習得し、
卒業論⽂を作成することができる。技能）
・客観的な⼼理学の分析の考え⽅を説明できる。
（知識・理解）
・⾃分が決めたテーマについて考察ができる。（思
考・判断・表現）


